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養
源
院
の
歴
史
と
建
築
永　
井　
規　
男
１　
養
源
院
の
創
立
と
再
興
　
養
源
院
は
妙
心
寺
塔
頭
で
、
妙
心
四
派
の
な
か
の
霊
雲
派
に
属
し
て
い
る
。
妙
心
寺
を
再
興
し
た
日
峰
宗
舜
を
開
祖
と
し
、
古
塔
頭
と
さ
れ
る
六
祖
塔
頭
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
妙
心
寺
は
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
に
大
内
の
乱
に
絡
ん
で
寺
地
・
寺
領
を
没
収
さ
れ
て
中
絶
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）、
廷
用
宗
器
が
根
外
宗
利
に
微
笑
庵
敷
地
を
与
え
て
よ
り
、
そ
の
再
興
の
緒
に
つ
い
た
。
そ
こ
で
門
中
の
諸
老
宿
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の
再
興
を
担
っ
た
の
が
当
時
犬
山
瑞
泉
寺
に
居
た
日
峰
で
あ
っ
た
。
日
峰
は
京
に
の
ぼ
っ
て
養
源
院
を
居
庵
と
し
、
妙
心
寺
の
再
興
に
奔
走
し
た
の
で
あ
っ
た
。『
正
法
山
六
祖
伝
』
に
、
日
峰
が
微
笑
庵
を
作
新
し
た
の
ち
、
　
　
師
も
亦
自
ら
小
院
を
山
堂
の
傍
に
創
め
て
、
扁
し
て
養
源
と
い
う
。
兼
ね
て
寿
塔
を
卜
し
て
帰
蔵
の
地
と
為
る
の
み
。
と
あ
る
。
そ
の
創
建
年
次
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
日
峰
が
瑞
泉
寺
看
丈
に
あ
て
た
八
月
六
日
付
の
書 
状 
に
、
　
①
　
　
当
院
庫
子
之
坊
造
営
寺
、
僧
達
辛
労
可
有
推
察
候
と
あ
り
、
こ
れ
は
養
源
院
造
営
に
関
わ
る
も
の
と
推
定
で
き
、
こ
の
書
状
中
で
将
軍
（
義
勝
）
が
十
歳
で
薨
去
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
の
で
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
嘉
吉
三
年
に
は
そ
の
造
営
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）、
日
峰
は
大
徳
寺
に
入
寺
し
、
そ
の
翌
年
正
月
に
示
寂
し
た
。
養
源
院
の
創
立
年
次
は
文
安
五
年
と
さ
れ
る
が
、
事
実
は
そ
の
数
年
前
に
始
ま
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
当
時
の
檀
越
は
細
川
持
之
（
弘
源
寺
殿
）
で
、
持
之
の
死
に
臨
ん
で
日
峰
は
持
之
邸
に
出
向
い
て
い
る
。
細
川
持
之
は
文
安
三
年
に
天
龍
寺
に
弘
源
寺
を
建
立
し
、
夢
窓
疎
石
の
法
孫
玉
岫
英
種
を
開
祖
と
し
て
い
る
。
日
峰
は
嵯
峨
の
人
で
、
生
家
は
臨
川
寺
の
西
に
あ
っ
た
本
源
庵
の
隣
に
あ
っ
た
。
九
歳
の
と
き
、
本
源
庵
に
は
い
り
周
登
岳
雲
の
弟
子
に
な
っ
て
諱
を
昌
听
と
称
し
て
い 
る 
。
こ
の
よ
う
に
日
峰
は
生
家
お
よ
び
初
期
の
師
弟
関
係
か
ら
天
龍
寺
と
の
結
び
　
②
つ
き
が
強
か
っ
た
の
で
あ
り
、
細
川
氏
と
の
つ
な
が
り
も
こ
の
辺
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
『
正
法
山
妙
心
禅
寺
記
』
は
、
妙
心
寺
再
興
の
次
第
に
つ
い
て
　
　
先
ず
函
丈
を
造
っ
て
学
者
を
鉗
鎚
す
。
次
に
微
笑
塔
を
荘
厳
し
、
以
て
人
天
の
瞻
礼
に
備
う
。
稍
々
退
蔵
院
を
営
ん
で
、
又
自
ら
小
院
を
山
堂
の
傍
に
創
め
て
、
号
し
て
養
源
と
い
う
。
と
す
る
。
こ
れ
か
ら
日
峰
は
退
蔵
院
の
再
興
を
ま
ず
行
い
、
つ
い
で
自
分
の
居
庵
を
営
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
掲
の
嘉
吉
三
年
の
書
状
に
お
い
て
、
日
峰
は
庫
裏
造
営
の
た
め
に
瑞
泉
寺
茶
堂
の
長
板
を
送
る
よ
う
に
命
じ
、
そ
の
代
物
は
「
退
蔵
院
辨
ず
べ
く
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
日
峰
は
退
蔵
院
の
開
祖
無
因
宗
因
か
ら
印
可
を
う
け
て
お
り
、
法
嗣
と
し
て
退
蔵
院
を
管
理
し
、
当
時
は
退
蔵
院
が
妙
心
寺
の
寺
務
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
養
源
院
は
再
興
後
の
妙
心
寺
に
お
い
て
最
初
に
建
立
さ
れ
た
塔
頭
で
あ
り
、
微
笑
庵
の
真
南
の
向
き
合
う
位
置
と
い
う
立
地
か
ら
し
て
も
、
重
要
な
役
割
を
お
わ
さ
れ
た
塔
頭
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
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五
二
幕
末
の
も
の
で
あ
る
が
『
侍
真
寮
須
知
』（
弘
化
五
年
改
）
に
は
、
開
山
堂
微
笑
庵
で
の
諷
経
回
向
の
後
、
渡
諷
経
と
し
て
大
衆
が
養
源
塔
所
つ
い
で
衡
梅
塔
所
で
の
諷
経
を
お
こ
な
う
こ
と
、
ま
た
出
火
時
の
下
知
が
養
源
院
と
衡
梅
院
の
執
事
に
報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
養
源
院
は
妙
心
寺
再
興
の
塔
所
と
し
て
、
中
興
（
雪
江
宗
深
）
の
塔
所
衡
梅
院
と
と
も
に
、
妙
心
寺
と
し
て
は
微
笑
庵
に
つ
い
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
日
峰
寂
後
、
養
源
院
は
義
天
玄
承
（
龍
安
寺
開
祖
）
そ
し
て
雪
江
宗
深
へ
と
継
承
さ
れ
た
が
、
雪
江
の
と
き
応
仁
の
乱
が
起
こ
り
、
堂
舎
も
そ
の
災
に
あ
い
焼
失
し
た
。
方
丈
は
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
四
月
に
再
興
さ
れ
慶
長
改
築
ま
で
存
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
用
材
は
残
ら
ず
、
棟
札
が
保
存
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
永
正
こ
ろ
に
は
天
蔭
徳
樹
が
塔
主
で
あ
っ
た
が
、
天
蔭
は
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
に
聖
澤
院
を
創
営
し
て
そ
こ
に
移
り
、
以
降
、
養
源
院
は
聖
澤
派
に
属
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
日
峰
以
来
の
有
力
な
檀
越
で
あ
っ
た
管
領
細
川
氏
や
美
濃
土
岐
氏
が
衰
退
す
る
と
と
も
に
荒
廃
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
十
月
、
徳
川
家
康
の
帰
依
を
得
て
い
た
鉄
山
宗
鈍
が
妙
心
寺
に
再
住
す
る
。
鉄
山
は
甲
斐
恵
林
寺
に
出
家
剃
髪
し
、
天
龍
寺
妙
智
院
の
策
彦
周
良
に
つ
い
て
参
学
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
妙
心
寺
に
初
住
し
た
の
ち
は
駿
河
臨
済
寺
の
住
持
に
、
ま
た
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
は
徳
川
家
康
の
命
の
も
と
武
蔵
平
林
寺
に
も
兼
住
し
て
い
た
。『
正
法
山
誌
』
第
九
巻
に
よ
る
と
、
一
山
の
諸
老
が
鉄
山
に
養
源
院
の
復
興
を
請
願
し
た
こ
と
、
鉄
山
は
弟
子
の
綱
宗
宗
安
に
そ
の
任
務
を
託
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
慶
長
三
年
春
に
上
洛
し
た
鉄
山
に
「
養
源
の
安
長
老
」
が
鉄
山
影
に
賛
を
願
っ
て
い
る
の 
で 
、
綱
宗
に
よ
る
養
源
院
　
③
の
復
興
は
慶
長
三
年
以
前
に
着
手
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ 
う 
。
綱
宗
宗
　
④
安
は
半
井
安
立
軒
宗
栄
（
堺
の
人
、
一
説
に
摂
津
国
島
上
郡
原
村
の
人
で
名
を
元
成
と
す
る
）
の
子 
で 
、
岸
和
田
城
主
中
村
忠
一
の
外
護
を
受
け
て
い
た
。
養
源
院
の
復
　
⑤
興
は
父
か
ら
の
喜
捨
を
う
け
て
果
た
さ
れ
た
と
い
う
。
客
殿
は
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
建
立
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
現
在
の
客
殿
で
あ
る
。
な
お
鉄
山
は
霊
雲
派
で
あ
っ
た
の
で
、
以
降
養
源
院
は
霊
雲
派
に
属
す
こ
と
に
な
っ
た
。
　
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
綱
宗
が
示
寂
し
た
の
ち
、
校
割
帳
が
紛
散
す
る
な
ど
寺
院
管
理
に
問
題
が
生
じ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
養
源
院
は
一
時
期
、
本
山
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ 
た 
。
そ
の
た
め
綱
宗
の
二
人
の
嗣
法
劫
外
億
、
猷
叔
徽
は
守
塔
　
⑥
せ
ず
、
同
門
が
交
代
に
看
院
し
た
。
そ
の
後
、
平
林
寺
雪
堂
宗
瑜
の
嗣
法
默
翁
了
宣
が
特
住
一
世
と
し
て
養
源
院
に
入
っ
た
。
默
翁
は
養
源
院
の
興
隆
に
尽
く
し
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
の
日
峰
の
二
百
年
忌
に
際
し
て
は
、
そ
の
木
像
を
つ
く
っ
て
い
 
る 
。
ま
た
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
大
雲
院
の
庫
裏
を
譲
り
う
け
て
養
源
院
の
　
⑦庫
裏
と
し 
た 
。
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）、
四
世
檀
暎
了
棍
が
示
寂
し
て
の
ち
は
、
　
⑧
院
の
経
済
状
態
は
悪
化
し
た 
が 
、
と
く
に
大
き
な
変
化
も
な
い
ま
ま
に
幕
末
に
至
っ
　
⑨
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
２　
養
源
院
の
建
築
構
成
　
養
源
院
に
は
客
殿
（
本
堂
）・
庫
裏
を
は
じ
め
と
し
て
表
門
、
書
院
、
土
蔵
お
よ
び
寮
舎
愈
好
軒
な
ど
の
建
築
が
あ
る
。
妙
心
寺
塔
頭
と
し
て
は
平
均
的
な
構
成
で
あ
る
が
、
近
世
前
期
に
創
立
さ
れ
た
大
名
塔
頭
に
較
べ
る
と
、
建
築
数
も
す
く
な
く
そ
れ
ら
の
規
模
も
小
さ
い
。
そ
れ
は
妙
心
寺
に
お
け
る
中
世
塔
頭
の
趣
を
伝
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
客
殿
・
表
門
は
慶
長
期
の
建
築
で
あ
り
、
庫
裏
も
近
世
初
期
に
遡
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五
三
る
が
改
造
が
大
き
い
。
こ
こ
で
は
客
殿
を
中
心
に
し
、
襖
絵
を
の
こ
す
書
院
と
庫
裏
の
一
部
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
（
図
１
）。
客
殿
　
当
客
殿
は
京
都
府
指
定
文
化
財
で
あ
り
、
平
成
三
年
十
一
月
か
ら
六
年
六
月
に
か
け
て
解
体
修
理
さ
れ
、
建
立
当
初
の
姿
に
復
原
さ
れ
た
。
そ
の
工
事
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い 
て 
、
建
築
の
内
容
に
つ
い
て
は
そ
こ
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
参
照
　
⑩
さ
れ
た
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
こ
の
客
殿
が
も
つ
建
築
史
上
の
位
置
づ
け
を
中
心
に
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
現
在
は
本
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
近
世
の
表
記
に
し
た
が
っ
て
客
殿
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
　
さ
て
養
源
院
客
殿
は
妙
心
寺
内
の
塔
頭
客
殿
と
し
て
は
最
古
群
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
建
立
年
代
が
確
定
で
き
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
妙
心
寺
の
塔
頭
客
殿
の
初
期
遺
構
の
編
年
を
行
な
う
と
き
の
基
準
作
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
た
だ
初
期
の
例
で
類
例
と
な
る
も
の
が
す
く
な
い
の
で
、
そ
の
建
築
構
成
の
解
釈
に
は
慎
重
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
種
々
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
　
そ
の
建
築
構
成
を
概
観
し
て
お
く
と
、
規
模
は
桁
行
七
間
、
梁
行
六
間
、
屋
根
は
一
重
の
こ
け
ら
葺
で
あ
る
。
屋
根
の
西
側
は
入
母
屋
造
、
東
側
は
切
妻
造
と
な
り
庇
が
つ
い
て
い
る
。
平
面
は
標
準
的
な
六
間
取
の
方
丈
形
式
で
、
室
中
の
奥
は
仏
間
と
眠
蔵
に
分
か
れ
、
正
面
と
西
面
に
は
幅
一
間
の
広
縁
が
つ
く
。
正
面
広
縁
の
西
に
は
、
桁
行
二
間
、
梁
行
一
間
、
切
妻
造
、
こ
け
ら
葺
の
玄
関
が
付
属
し
、
西
面
広
縁
は
北
端
に
お
い
て
庫
裏
と
つ
な
ぐ
茶
堂
廊
下
に
接
続
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
客
殿
は
江
戸
後
期
に
、
そ
の
本
来
の
役
割
・
性
格
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
暗
示
さ
せ
る
よ
う
な
改
造
を
経
て
い
る
。
こ
れ
は
当
客
殿
が
山
内
の
他
の
塔
頭
客
殿
と
は
（
お
そ
ら
く
そ
の
当
初
か
ら
）
同
列
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
改
造
よ
り
以
前
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
養
源
院
は
開
祖
日
峯
宗
舜
の
頂
相
像
を
製
作
し
て
い 
る 
が
、
こ
れ
は
本
山
の
微
笑
庵
・
玉
鳳
　
⑪
院
の
改
修
事
業
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
と
き
頂
相
像
を
安
置
す
る
た
め
の
昭
堂
が
仏
間
を
改
造
し
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
昭
堂
の
設
営
は
塔
頭
の
な
か
で
は
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
百
四
十
年
後
、
昭
堂
ま
わ
り
は
大
き
な
改
装
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
開
山
堂
微
笑
庵
の
昭
堂
の
内
部
を
飾
っ
て
い
た
金
碧
画
が
養
源
院
の
昭
堂
に
下
さ
れ
、
そ
の
壁
面
を
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
開
山
堂
修
理
銘
札
に
、
開
山
堂
昭
堂
前
拝
壇
の
修
理
に
関
連
し
て
昭
堂
の
金
張
付
を
は
が
し
て
養
源
院
の
昭
堂
に
下
げ
渡
し
た
と
あ 
る 
。
　
⑫
　
　
（
前
略
）
右
ニ
付
、
組
天
井
昭
堂
之
内
江
用
、
同
所
四
方
と
も
金
張
付 
、
極
上
檜
惣
ハ
メ
板
改
、
蝋
色
ニ
塗
り
箔
置
、
開
山
堂
昭
堂
に
は
明
暦
二
年
の
再
興
棟
札
が
あ
り
、『
正
法
山
誌
』
巻
八
に
は
こ
の
作
事
に
つ
い
て
「
開
山
三
百
年
忌
に
及
び
、
預
め
享
堂
を
修
営
す
。
之
を
退
け
て
今
の
処
に
在
り
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
昭
堂
（
享
堂
）
再
興
は
修
理
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
も
か
く
こ
の
金
張
付
の
下
げ
渡
し
は
、
開
山
堂
と
養
源
院
と
の
密
接
な
関
係
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
養
源
院
客
殿
の
床
の
間
が
あ
る
上
間
後
室
は
、
あ
る
時
期
に
床
を
高
め
上
段
間
に
し
て
い
た
形
跡
を
の
こ
し
て
い
る
。
こ
の
室
の
張
付
画
は
そ
の
下
部
が
床
を
高
め
た
分
だ
け
は
空
白
で
あ
っ
た
。
張
付
画
は
上
段
に
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
そ
の
後
に
描
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
上
段
化
の
時
期
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
早
け
れ
ば
お
そ
ら
く
明
暦
時
の
開
山
堂
昭
堂
の
修
理
・
移
動
の
と
き
か
、
お
そ
く
と
も
寛
政
時
の
拝
所
を
中
心
と
す
る
開
山
堂
と
昭
堂
の
改
造
と
連
但
し
古
き
金
張
付
は
養
源
昭
堂
拝
請
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五
五
図１　養源院客殿・庫裏・書院平面図
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
開
山
堂
の
こ
う
し
た
修
理
の
と
き
、
養
源
院
は
遷
殿
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
養
源
院
客
殿
の
上
間
後
室
が
上
段
の
間
と
さ
れ
、
開
山
堂
昭
堂
安
置
の
開
山
木
像
（
大
永
八
年
製
作
）
が
仮
安
置
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ 
る 
。
あ
る
い
は
上
段
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
玉
　
⑬
鳳
院
御
殿
の
改
修
に
伴
う
法
皇
像
の
遷
座
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
考
に
ま
ち
た
い
。
庫
裏
　
現
在
の
庫
裏
の
建
立
に
関
す
る
明
確
な
史
料
は
な
い
が
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
大
雲
院
の
庫
裏
を
譲
り
う
け
た
と
い
う
記
録
が
養
源
院
に
あ
る
。
　
（
養
源
院
記
録
、
大
正
六
年
写
）
　
　
　
大
雲
院
之
庫
裏
就
テ
御
寄
進
為
返
礼
暘
谷
院
と
養
源
院
之
境
地
東
西
壱
間
南
北
三
拾
九
間
餘
之
処
永
代
遣
置
者
実
正
也
、
但
暘
谷
院
庫
裏
之
敷
地
之
内
ヨ
リ
三
斗
之
年
貢
を
永
代
暘
谷
院
ヨ
リ
可
□
弁
之
者
也
、
并
唯
今
之
暘
谷
と
養
源
と
の
境
之
溝
者
横
弐
尺
ニ
竪
三
拾
九
間
餘
共
ニ
養
源
之
地
也
、
末
代
不
可
有
違
乱
之
条
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
源
院
当
侍
真　
黙
翁
　
　
寛
永
十
二
年
乙
亥
十
月
廿
三
日
　
　
　
拝
進
暘
谷
院
　
　
一　
大
雲
院
之
庫
裏
養
源
院
江
寄
進
仕
ニ
付
而
暘
谷
と
養
源
之
境
之
地
竪
三
拾
九
間
ニ
横
壱
間
之
処
永
代
申
請
処
実
正
也
、
但
暘
谷
庫
裏
之
敷
地
之
内
ヨ
リ
三
斗
之
地
資
者
永
代
無
違
乱
弁
可
候
者
也
、
并
暇
今
之
暘
谷
と
養
源
之
境
之
溝
横
弐
尺
竪
三
拾
九
間
餘
共
ニ
地
養
源
之
地
末
代
違
乱
有
間
敷
条
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暘
谷
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
信　
印　
　
　
　
　
寛
永
十
二
年
乙
亥
十
月
廿
三
日
　
　
拝
進
養
源
院
当
侍
真
黙
翁
座
元
　
大
雲
院
は
い
ま
の
宝
蔵
池
の
場
所
に
あ
っ
た
塔
頭
寺
院
で
、
天
正
十
年
（
一
八
五
二
）
本
能
寺
の
乱
で
亡
く
な
っ
た
織
田
信
忠
（
信
長
長
男
）
の
菩
提
の
た
め
に
、
信
忠
の
乳
母
（
慈
徳
院
一
枝
宗
桂
大
姉
、
滝
川
一
益
娘
）
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
開
山
は
慈
徳
院
の
兄
九
天
瑞
で
、
九
天
は
天
正
九
年
に
南
隣
地
に
創
立
さ
れ
た
暘
谷
院
（
後
の
長
興
院
）
の
開
山
で
も
あ
っ
た
。
大
雲
院
は
九
天
の
法
系
に
な
る
玉
龍
・
春
光
・
長
興
の
三
院
の
輪
番
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
長
興
院
に
併
合
さ
れ
寺
基
を
廃
す
る
に
至
っ
た
。
暘
谷
院
は
寛
永
十
二
年
（
一
六
五
八
）
に
長
興
院
と
改
称
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
を
契
機
に
し
て
輪
番
管
理
の
た
め
不
要
に
な
っ
た
大
雲
院
の
庫
裏
が
養
源
院
に
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
現
在
の
養
源
院
庫
裏
が
寛
永
十
二
年
に
移
築
さ
れ
た
旧
大
雲
院
庫
裏
で
あ
れ
ば
、
こ
の
庫
裏
の
建
立
年
代
は
天
正
期
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
庫
裏
正
面
の
妻
飾
の
意
匠
は
寛
永
以
降
と
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
り
と
て
寛
永
以
後
に
庫
裏
が
別
に
造
営
さ
れ
た
と
い
う
記
録
や
伝
承
も
な
い
し
、
一
部
の
部
材
や
小
屋
組
の
構
造
な
ど
に
は
古
様
さ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
江
戸
中
期
に
正
面
を
含
む
大
き
な
改
造
が
な
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
庫
裏
広
敷
に
接
し
た
八
畳
間
と
そ
の
奥
の
八
畳
間
が
庫
裏
の
南
側
二
室
を
構
成
し
、
そ
れ
が
書
院
座
敷
の
前
室
と
も
な
っ
て
い
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五
六
る
。
こ
の
二
室
は
禅
院
庫
裏
に
お
け
る
茶
堂
に
当
た
る
が
、
書
院
座
敷
と
一
体
化
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
江
戸
中
期
の
改
造
を
経
て
、
さ
ら
に
明
治
の
書
院
建
て
添
え
の
と
き
に
改
造
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
書
院
　
現
在
の
書
院
は
庫
裏
に
接
し
て
東
側
に
た
つ
が
、
今
は
一
つ
の
棟
の
下
に
合
体
し
て
い
る
。
現
状
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
幕
末
あ
る
い
は
明
治
初
期
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
様
子
を
天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
絵
図
と
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
絵
図
お
よ
び
明
治
四
年
こ
ろ
の
絵
画
に
よ
っ
て
窺
う
と
（
図
２
）、
ま
ず
天
明
絵
図
で
は
桁
行
七
間
半
、
梁
行
五
間
半
の
庫
裏
の
南
側
東
端
に
客
殿
と
の
間
に
二
間
に
三
間
の
書
院
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
庫
裏
東
方
に
た
つ
土
蔵
と
庫
裏
を
繋
ぐ
よ
う
に
二
間
に
四
間
半
の
東
西
に
細
長
い
座
敷
が
た
つ
。
天
保
絵
図
で
は
客
殿
に
つ
く
書
院
が
消
え
、
庫
裏
に
直
属
す
る
書
院
・
座
敷
が
現
わ
れ
、
ま
た
内
玄
関
が
廊
架
に
直
属
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
寺
地
画
図
も
庫
裏
の
規
模
に
は
変
化
は
な
い
が
、
天
保
図
に
お
け
る
書
院
・
座
敷
は
姿
を
消
し
、
庫
裏
東
側
に
付
属
し
て
十
二
畳
と
六
畳
の
二
室
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の
書
院
の
前
身
で
あ
る
が
、
現
在
の
書
院
は
九
畳
間
と
十
畳
の
二
室
構
成
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
寺
地
画
図
以
後
す
な
わ
ち
明
治
四
年
以
後
に
改
造
が
な
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
改
造
は
明
治
三
十
四
年
こ
ろ
、
開
山
遠
忌
を
前
に
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
襖
絵
に
は
寛
山
の
落
款
が
あ
る
。
　
妙
心
寺
塔
頭
に
お
け
る
書
院
は
、
茶
堂
が
庫
裏
の
裏
側
に
接
続
す
る
か
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
四
派
の
本
庵
を
中
心
に
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
書
院
前
縁
か
ら
客
殿
に
渡
る
廊
下
を
そ
な
え
、
庫
裏
・
客
殿
間
の
大
廊
下
と
合
わ
せ
て
客
殿
・
庫
裏
・
書
院
の
三
者
に
よ
る
内
庭
周
囲
を
ま
わ
る
回
路
が
構
成
さ
れ
る
と
い
う
特
色
を
も 
つ 
。
こ
の
形
は
修
理
・
復
原
さ
れ
る
以
前
の
　
⑭
養
源
院
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
客
殿
を
当
初
の
姿
に
戻
し
た
と
き
、
こ
の
回
路
は
な
く
な
る
し
、
前
記
の
書
院
の
消
長
か
ら
し
て
も
早
い
時
期
で
の
そ
の
存
在
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
古
塔
頭
で
は
共
通
し
て
言
え
る
よ
う
で
、
養
源
院
の
事
例
は
書
院
の
位
置
が
定
着
す
る
以
前
の
姿
の
一
例
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
現
在
の
書
院
は
南
北
に
並
ぶ
二
室
か
ら
な
る
。
北
室
は
床
の
間
を
内
部
に
取
り
込
み
付
書
院
を
備
え
た
九
畳
間
、
南
室
は
十
畳
間
で
あ
る
。
三
方
に
縁
庇
を
廻
し
、
南
十
畳
間
は
庫
裏
南
側
の
座
敷
に
連
続
し
て
い
る
。
書
院
の
東
妻
は
切
妻
で
あ
り
、
こ
れ
は
客
殿
東
妻
が
切
妻
で
あ
る
こ
と
と
合
わ
せ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
書
院
は
屋
根
を
庫
裏
と
共
有
し
、
庫
裏
と
書
院
の
一
体
化
が
完
成
の
域
に
到
達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三　
養
源
院
客
殿
の
特
質
　
こ
こ
で
は
当
客
殿
が
も
つ
建
築
上
の
い
く
つ
か
の
特
徴
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
が
禅
院
の
塔
頭
方
丈
建
築
の
流
れ
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
さ
れ
る
か
を
考
察
し
、
当
客
殿
が
建
築
史
上
に
も
つ
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
（
一
）　
二
面
広 
縁 
　
⑮
　
広
縁
は
時
代
が
下
降
す
る
ほ
ど
付
き
方
が
ふ
え
る
傾
向
が
あ
る
。
東
福
寺
龍
吟
庵
や
大
徳
寺
の
大
仙
、
龍
源
、
瑞
峰
、
聚
光
、
興
臨
な
ど
の
中
世
客
殿
は
、
す
べ
て
正
面
だ
け
に
広
縁
を
設
け
る
一
面
型
で
あ
る
。
妙
心
寺
で
は
退
蔵
院
客
殿
だ
け
が
一
面
型
で
あ 
る 
。
養
源
院
客
殿
は
正
面
と
西
面
と
に
広
縁
が
つ
く
二
面
型
で
、
上
の
も
の
　
⑯
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五
八
明治初期の養源院
図２
天明九年絵図
天保十四年絵図
奉行所差出建物図
の
次
の
世
代
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
類
に
は
衡
梅
院
客
殿
、
天
授
院
客
殿
、
桂
春
院
客
殿
が
あ
る
。
範
囲
を
他
禅
寺
に
拡
げ
る
と
、
東
福
寺
の
退
耕
庵
客
殿
、
建
仁
寺
の
久
昌
院
客
殿
、
慈
照
寺
客
殿
な
ど
が
あ
る
。
す
べ
て
江
戸
初
期
の
元
和
以
前
と
目
さ
れ
る
建
築
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
面
型
は
例
も
少
な
く
は
な
い
が
、
正
面
と
両
側
面
の
三
面
を
広
縁
と
す
る
三
面
型
が
近
世
で
は
一
般
的
な
型
で
あ
る
の
で
、
二
面
型
は
中
世
と
近
世
と
の
過
渡
期
の
か
た
ち
と
い
え
る
。
す
く
な
く
と
も
妙
心
寺
塔
頭
客
殿
で
は
そ
の
よ
う
に
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
で
は
そ
の
二
番
目
の
広
縁
は
二
つ
の
側
面
の
ど
ち
ら
に
つ
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
二
面
型
の
四
例
を
み
る
限
り
、
下
間
側
す
な
わ
ち
玄
関
が
取
り
付
く
方
の
妻
側
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
四
例
の
う
ち
客
殿
と
玄
関
・
庫
裏
と
の
関
係
に
類
似
性
を
見
せ
る
の
は
養
源
院
客
殿
と
桂
春
院
客
殿
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
に
お
い
て
妻
側
広
縁
は
大
廊
下
と
直
結
し
て
お
り
、
庫
裏
か
ら
の
通
路
と
し
て
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
妻
側
広
縁
は
二
例
と
も
に
下
間
の
前
後
室
境
筋
で
前
後
に
仕
切
ら
れ
て
い
て
、
内
部
の
室
の
性
格
に
対
応
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
見
な
せ
る
。
桂
春
院
客
殿
の
場
合
、
妻
広
縁
の
前
側
は
正
面
広
縁
と
の
間
に
仕
切
り
が
な
く
、
正
面
広
縁
の
続
き
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
下
間
前
室
す
な
わ
ち
礼
の
間
を
囲
む
広
縁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
養
源
院
客
殿
の
妻
広
縁
の
前
側
は
正
面
広
縁
と
の
境
を
小
壁
・
杉
戸
で
仕
切
っ
て
い
て
、
正
面
広
縁
と
は
別
種
の
空
間
と
し
て
い
る
。
養
源
院
客
殿
と
桂
春
院
客
殿
と
の
こ
の
違
い
を
何
と
理
解
す
る
か
は
、
客
殿
の
使
い
方
の
変
化
、
ま
た
様
式
観
に
か
か
わ
る
見
過
ご
せ
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
な
お
明
確
な
案
を
打
ち
だ
せ
な
い
で
い
る
。
広
縁
の
役
割
に
は
儀
礼
の
場
と
し
て
と
、
庭
と
の
中
間
帯
と
し
て
の
二
面
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
後
者
を
無
視
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
前
に
は
正
面
の
と
は
性
格
を
異
に
す
る
庭
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
（
二
）　
二
間
の
直
廊
　
修
理
以
前
の
玄
関
は
折
れ
曲
が
り
式
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治
の
古
図
は
直
廊
式
の
玄
関
を
描
い
て
お
り
、
折
れ
曲
が
り
に
な
っ
た
の
は
明
治
以
降
の
比
較
的
最
近
の
改
造
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
玄
関
廊
は
柱
間
二
間
と
短
く
、
腰
掛
も
な
く
、
扉
構
え
の
柱
も
丸
柱
と
せ
ず
他
よ
り
太
目
の
角
柱
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
桂
春
院
客
殿
玄
関
と
共
通
し
て
い
る
。
と
も
に
客
殿
と
同
時
期
に
建
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
近
世
初
頭
の
客
殿
・
玄
関
が
並
立
す
る
事
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
退
蔵
院
客
殿
に
つ
く
玄
関
は
客
殿
よ
り
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
二
間
の
直
廊
で
あ
っ
て
前
身
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
短
い
直
廊
式
の
玄
関
は
妙
心
寺
塔
頭
方
丈
に
は
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
三
）　
片
入
母
屋
造
　
屋
根
の
一
方
を
入
母
屋
造
と
し
、
他
の
一
方
を
切
妻
造
と
す
る
こ
と
は
、
当
客
殿
の
大
き
な
建
築
的
特
徴
で
あ
る
。
類
例
は
同
じ
妙
心
寺
塔
頭
の
天
授
院
客
殿
だ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
人
目
に
つ
く
玄
関
側
を
入
母
屋
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
屋
根
形
は
、
洛
西
か
ら
乙
訓
に
か
け
て
の
地
域
の
妻
入
の
茅
葺
民
家
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
し
、
全
国
的
に
も
妻
入
で
正
面
は
入
母
屋
、
背
面
は
切
妻
で
あ
る
堂
は
散
見
さ
れ
る
。
民
家
研
究
の
分
野
で
は
そ
れ
を
片
入
母
屋
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
民
家
を
含
め
て
、
な
ぜ
片
入
母
屋
と
す
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
の
だ
が
、
民
家
の
場
合
、
そ
れ
に
は
歴
史
的
な
背
景
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
方
丈
の
場
合
は
、
単
純
に
は
表
か
ら
見
え
な
い
側
を
、
経
費
節
減
の
た
め
切
妻
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
九
そ
れ
以
上
に
歴
史
的
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
関
し
た
情
報
は
な
い
。
た
だ
、
参
考
に
な
り
そ
う
な
も
の
と
し
て
、
宇
治
万
福
寺
の
方
丈
の
事
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
法
堂
を
は
さ
ん
で
東
西
に
方
丈
を
擁
す
る
が
、
そ
の
東
方
丈
は
入
母
屋
造
、
西
方
丈
は
切
妻
造
と
し
て
い
る
。
寛
文
元
年
に
ま
ず
西
方
丈
が
開
山
住
持
で
あ
る
隠
元
の
常
住
居
所
と
し
て
建
て
ら
れ
、
つ
い
で
寛
文
三
年
に
東
方
丈
が
建
て
ら
れ
、
東
方
丈
は
隠
元
の
、
西
方
丈
は
二
世
木
庵
の
居
所
と
さ
れ 
た 
。
　
⑰
　
こ
こ
で
は
入
母
屋
造
の
東
方
丈
が
上
位
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
切
妻
に
は
常
住
（
住
持
）
の
常
居
と
し
て
の
性
格
が
与
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
推
測
を
片
入
母
屋
に
当
て
は
め
る
と
、
入
母
屋
は
上
位
あ
る
い
は
表
向
き
、
切
妻
は
常
居
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
平
面
か
ら
み
た
使
い
方
と
も
矛
盾
が
な
く
、
片
入
母
屋
は
建
物
の
客
殿
的
性
格
と
方
丈
的
性
格
の
両
者
を
表
現
し
た
か
た
ち
で
あ
っ
た
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
（
四
）　
上
間
奥
室
の
付
書
院
、
床
の
間
、
床
脇
　
禅
院
方
丈
で
床
の
間
・
床
脇
・
付
書
院
を
揃
え
て
い
る
の
は
、
寛
永
造
営
の
天
球
院
客
殿
が
早
い
方
の
例
で
、
他
に
正
伝
永
源
院
客
殿
、
円
徳
院
客
殿
が
あ
る
。
　
　
天
球
院
客
殿　
　
　
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）　
三
面
型
　
　
正
伝
永
源
院
客
殿　
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）　
二
面
型
　
　
円
徳
院
客
殿　
　
　
寛
永
こ
ろ　
　
　
　
　
　
　
一
面
型
　
そ
こ
で
養
源
院
客
殿
の
上
間
後
室
の
座
敷
飾
が
復
原
通
り
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
禅
院
に
お
い
て
こ
れ
ら
三
者
を
揃
え
た
飛
び
抜
け
て
早
い
例
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
退
蔵
院
客
殿
が
床
の
間
と
付
書
院
を
揃
え
て
お
り
、
こ
れ
に
床
脇
が
つ
け
ば
よ
い
わ
け
で
、
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
三
つ
の
施
設
が
禅
院
方
丈
に
 
































































 
六
〇
建　
物　
名
興
臨
院
客
殿
聚
光
院
客
殿
黄
梅
院
客
殿
妙
心
小
方
丈
退
蔵
院
客
殿
養
源
院
客
殿
衡
梅
院
客
殿
天
授
院
客
殿
桂
春
院
客
殿
松
巌
院
客
殿
退
耕
院
客
殿
久
昌
院
客
殿
慈
照
寺
方
丈
聖
沢
院
客
殿
玉
林
院
客
殿
普
門
寺
方
丈
正
伝
寺
本
堂
天
授
庵
客
殿
龍
安
寺
方
丈
臨
済
寺
本
堂
瑞
巌
寺
方
丈
建
築
年
代
天
正
四
以
前
天
正
十
六
年
慶
長
初
期
慶
長
四
年
慶
長
九
年
寛
永
慶
長
十
三
年
元
和
こ
ろ
元
和
元
和
元
和
慶
長
七
年
慶
長
慶
長
十
四
慶
長
十
四
座　
敷　
飾
付
書
院
付
書
院
付
書
院
付
書
院
付
書
院
付
書
院
付
書
院
付
書
院
付
書
院
付
書
院
付
書
院
付
書
院
床
の
間
蹴
込
床
蹴
込
床
　
　
床
框　
床
框　
床
框　
床
框　
床
框　
床
　
　
床
　
　
床
大　
床
　
　
床
　
　
床
床
脇
違
い
棚
違
い
棚
違
い
棚
違
い
棚
備　
　
考
内
部
に
入
込
む
内
部
に
入
込
む
下
間
に
あ
る
２
か
所
に
あ
る
な
し
下
間
に
あ
る
下
間
に
あ
る
下
間
に
あ
る
上
下
両
室
に
あ
る
御
成
上
段
間
は
別
と
す
る御
成
上
段
間
は
別
と
す
る
表
１　
近
世
初
期
の
禅
院
方
丈
に
お
け
る
座
敷
飾
形
式
ど
の
よ
う
に
出
現
す
る
か
を
慶
長
・
元
和
こ
ろ
の
方
丈
遺
構
に
お
い
て
ざ
っ
と
見
る
と
、
別
表
の
ご
と
く
で
あ
る
（
表
１
）。
　
臨
済
寺
本
堂
と
瑞
巌
寺
本
堂
は
方
丈
建
築
と
は
い
え
か
た
や
徳
川
家
康
、
か
た
や
伊
達
政
宗
を
直
接
の
檀
越
と
す
る
建
築
で
あ
っ
て
、
御
成
御
殿
と
し
て
の
性
格
を
強
く
も
っ
て
い
る
。
禅
院
方
丈
と
い
う
よ
り
は
主
殿
に
近
い
も
の
と
い
え
、
こ
こ
で
の
考
察
の
枠
に
は
は
い
ら
な
い
。
龍
安
寺
方
丈
は
一
般
方
丈
と
こ
の
主
殿
系
と
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
か
。
こ
こ
の
付
書
院
・
床
・
棚
に
つ
い
て
は
精
査
を
要
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
こ
の
三
者
を
除
外
し
た
事
例
全
体
を
見
渡
す
と
、
お
お
ま
か
に
は
下
間
後
室
で
あ
る
大
書
院
に
蹴
込
式
の
内
床
が
現
れ
、
黄
梅
院
客
殿
に
お
い
て
縁
に
張
り
出
す
付
書
院
が
出
現
し
、
つ
い
で
縁
に
出
る
床
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
大
徳
寺
の
中
世
塔
頭
客
殿
に
お
け
る
内
床
や
付
書
院
は
下
間
後
室
に
つ
く
が
、
妙
心
寺
塔
頭
客
殿
で
は
上
間
後
室
に
つ
く
の
が
原
則
で
、
例
は
す
く
な
い
が
こ
れ
に
五
山
系
の
客
殿
事
例
を
含
め
る
と
、
天
正
末
か
ら
慶
長
は
じ
め
の
間
、
す
な
わ
ち
一
六
世
紀
末
期
に
床
・
付
書
院
の
位
置
が
下
間
か
ら
上
間
に
移
っ
て
行
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
動
き
の
中
に
お
い
た
と
き
、
養
源
院
客
殿
は
退
蔵
院
客
殿
と
と
も
に
そ
の
移
行
の
最
初
を
示
す
建
築
な
の
で
あ
る
。
近
世
の
禅
院
方
丈
に
お
け
る
こ
う
し
た
床
・
付
書
院
の
移
行
は
、
接
客
の
方
式
が
そ
れ
以
前
と
違
っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
る
現
象
と
い
え
よ 
う 
。
　
⑱
（
五
）　
桟
唐
戸
な
し
　
正
面
広
縁
の
構
成
か
ら
み
る
と
、
近
世
の
方
丈
建
築
に
は
二
種
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
そ
の
一
は
室
中
の
正
面
中
央
に
桟
唐
戸
（
多
く
は
双
折
）
を
構
え
る
タ
イ
プ
、
そ
の
二
は
桟
唐
戸
を
構
え
な
い
で
引
違
い
戸
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
前
者
は
龍
吟
庵
客
殿
を
は
じ
め
、
大
徳
寺
の
中
世
諸
客
殿
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
世
の
方
丈
建
築
に
お
い
て
も
多
数
派
を
占
め
て
い
る
。
二
の
タ
イ
プ
の
遺
構
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
　
　
建
築
名　
　
建
立
年
次　
　
　
　
広
縁
数　
広
縁
天
井　
室
内
幅
　
退
蔵
院
客
殿　
慶
長
九
年
以
前　
　
　
一
面　
　
鏡　
　
　
二
間
半
　
養
源
院
客
殿　
慶
長
四
年　
　
　
　
　
二
面　
　
鏡　
　
　
二
間
　
桂
春
院
客
殿　
慶
長
？　
　
　
　
　
　
二
面　
　
鏡　
　
　
二
間
　
慈
雲
院
客
殿
（
旧
後
園
院
客
殿
か
）　
　
二
面　
　
鏡　
　
　
二
間
　
天
授
院
客
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
面　
　
鏡　
　
　
二
間
　
慈
照
寺
客
殿　
元
和
・
寛
永　
　
　
　
一
面　
　
　
　
　
　
二
間
半
　
退
耕
庵
客
殿　
慶
長　
　
　
　
　
　
　
二
面　
　
鏡　
　
　
二
間
半
　
万
寿
寺
本
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
面　
　
化
屋　
　
三
間
　
臨
川
寺
客
殿　
初
期　
　
　
　
　
　
　
一
面　
　
　
　
　
　
二
間
　
松
厳
寺
客
殿　
初
期　
　
　
　
　
　
　
一
面　
　
　
　
　
　
二
間
半
ほ
と
ん
ど
が
近
世
初
期
の
建
築
で
あ
る
こ
と
、
比
較
的
小
型
の
方
丈
で
あ
る
こ
と
、
室
中
幅
が
三
間
以
下
で
あ
る
こ
と
、
広
縁
が
鏡
天
井
で
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど
が
共
通
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
平
面
の
性
格
が
や
や
違
う
の
で
右
表
に
は
入
れ
な
か
っ
た
が
、
妙
心
寺
住
持
の
居
所
で
あ
っ
た
妙
心
寺
小
方
丈
も
桟
唐
戸
を
備
え
て
い
な
い
。
こ
の
タ
イ
プ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
は
、
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
室
内
の
狭
さ
は
住
宅
的
性
格
の
濃
さ
を
思
わ
せ
る
。
必
ず
し
も
建
立
事
情
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
な
か
に
は
大
名
建
立
の
塔
頭
と
い
え
る
も
の
は
す
く
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六
一
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
大
名
の
外
護
を
う
け
た
塔
頭
が
建
立
さ
れ
る
以
前
の
居
庵
型
の
方
丈
形
式
と
も
い
え
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
方
丈
・
庫
裏
合
体
型
に
も
桟
唐
戸
形
式
の
も
の
が
な
い
こ
と
も
参
考
に
な
ろ
う
か
。
　
以
上
五
点
に
わ
た
る
考
察
を
総
合
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
大
徳
寺
の
中
世
以
来
の
方
丈
建
築
群
に
は
な
い
別
種
の
流
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
大
徳
寺
系
と
は
別
の
流
れ
が
も
と
も
と
あ
っ
て
そ
れ
が
浮
上
し
て
き
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
近
世
初
頭
期
に
発
生
し
た
新
し
い
流
れ
で
あ
る
か
の
、
二
様
の
解
釈
が
で
き
い
ま
の
と
こ
ろ
ど
ち
ら
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
た
だ
す
く
な
く
と
も
、
近
世
に
お
い
て
は
妙
心
寺
で
の
流
れ
が
主
流
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
近
世
的
な
禅
院
方
丈
建
築
の
初
期
の
姿
を
そ
こ
に
見
い
出
す
こ
と
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
養
源
院
客
殿
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
か
つ
そ
の
出
発
点
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
お
い
て
こ
の
建
築
が
も
つ
意
義
は
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
﹇
註
﹈
①　
『
岐
阜
県
史
』
汾
陽
寺
文
書
②　
『
正
法
山
六
祖
伝
』
③　
鉄
山
『
懶
斎
集
』
坤
、
賛
之
部　
自
影　
綱
宗
和
尚
之
請
④　
こ
の
項
は
玉
村
竹
二
・
葉
貫
麿
哉
『
平
林
寺
史
』、
昭
和
六
三
年
、
春
秋
社
に
よ
る
⑤　
半
井
系
図
　
　
　
　
　
　
半
井
瑞
策
―
半
井
元
成
―
綱
宗
宗
安
　
　
　
　
　
　
驢
庵　
　
　
　
　
安
立
軒
⑥　
『
本
光
国
師
日
記
』
⑦　
日
峰
宗
舜
像
胎
内
銘
　
　
　
中
興
開
山
勅
諡
禅
源
大
濟
禅
師
日
峯
宗
舜
大
和
尚
者
　
　
　
　
　
　
傳
干
世
　
　
　
満
願
虚
空
蔵
菩
薩
之
化
身
也
碧
落
干
碍
豈
有
　
　
　
贋
本
乎
於
此
入
滅
貳
百
八
歳
之
后
　
　
　
守
塔
比
丘
了
宣
命
藤
原
姓
北
河
氏
定
成
　
　
　
而
刻
焉
　
　
　
 
明
暦
元
乙
未
暦
五
月
念
六
日
⑧　
養
源
院
記
録
、
文
書
写
⑨　
養
源
院
蔵
「
菊
光
塔
下
再
建
綱
宗
和
尚
並
歴
代
略
行
状
」（
鳳
谷
座
元
製
、
安
政
六
年
、
冊
子
と
し
た
も
の
）
⑩　
『
養
源
院
本
堂
附
玄
関
修
理
工
事
報
告
書
』　
　
平
成
六
年
六
月
　
　
財
団
法
人
京
都
伝
統
建
築
技
術
協
会
⑪　
註
⑦
参
照
⑫　
『
重
要
文
化
財
玉
鳳
院
開
山
堂
并
表
門
修
理
工
事
報
告
書
』　
昭
和
三
六
年
⑬　
あ
る
い
は
玉
鳳
院
の
花
園
法
皇
像
が
仮
安
置
さ
れ
た
と
い
う
事
態
も
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
⑭　
拙
稿　
妙
心
寺
の
「
庫
裏
書
院
」
に
つ
い
て　
平
成
一
一
年
度
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
報
告
集
⑮　
前
掲
報
告
書
に
お
け
る
川
島
氏
の
説
明
図
を
参
照
。
⑯　
退
蔵
院
客
殿
の
復
原
平
面
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
退
蔵
院
の
歴
史
と
方
丈
建
築
」
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六
二
　
　
（
関
西
大
学
博
物
館
紀
要　
第
５
号　
「
妙
心
寺
退
蔵
院
の
建
築
及
び
障
壁
画
の
調
査
研
究
報
告
」）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
⑰　
『
木
庵
禅
師
年
譜
』
寛
文
三
年
項
に
「
師
五
十
三
歳
、
老
和
尚
進
東
方
丈
、
師
移
居
西
方
丈
」
と
あ
る
。
⑱　
床
・
床
脇
・
付
書
院
の
三
者
を
揃
え
る
養
源
院
客
殿
は
異
色
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
修
理
工
事
報
告
書
に
お
い
て
も
、
床
脇
の
存
在
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
証
拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
な
か
っ
た
可
能
性
も
な
し
と
は
い
え
な
い
。
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六
三 図３
天授院客殿復原図
桂春院客殿復原図
退耕庵（東福寺）客殿復原図
